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	1) 研究の背景および目的
	現在、様々な遺伝子解析手法が開発され、腫瘍、非腫瘍問わず、その発症の分子メカニズムの解明に大きな役割を果たしている。特に、個別化医療（プレシジョンメディシン）の推進にこのようなマルチオミクス解析データの正確な解釈と、それに基づくバイオマーカー開発が必要不可欠です。我々もこれまで、造血器腫瘍やその他疾患のマルチオミクス解析を進めており、その出力である遺伝子・タンパク発現解析データや遺伝子変異解析データが蓄積されてきました。この研究では、個別の研究で得られたこれらのデータを統合することで、病態に関わる...
	2) 研究対象者
	3) 研究期間
	4) 研究方法
	5) 使用する情報
	6) 試料・情報の保存
	7) 二次利用
	この研究で得られた情報を、将来別のマルチオミクス解析手法を用いた腫瘍や非腫瘍の病態解明を目的とする研究に用いる可能性があります。その場合には、新たな研究計画書を作成し、事前に倫理審査委員会に申請して承認を受けて実施します。
	8) 研究資金と利益相反
	9）研究計画書および個人情報の開示



